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専門の研究テーマ
　専門は「国語学」で、「ことば」について研究

をしています。フィールドワークの場所は、主に

奄美・沖縄です（琉球方言の地域）。琉球方言

と古典語を対比させたり、日琉祖語（日本語と

琉球方言の祖先にあたる語）を考察したりして

います。また、近年は、福岡や大分の方言調査

もしています。

大学教員に進むことになった
きっかけ
　昔、中学・高校の教員をしていました。あると

き、古典のテストで掛詞の問題を出したんで

す。そうしたら、クラスの半分ぐらいの生徒が、

辞書の意味とは異なる解釈をしていました。そ

　琉球語の演習や、室町時代語の狂言の演習を通して、文献の調べ方や論の立て方などを、きめ細やかに指導してくださいます。古典語と現代語、共通語と方言
など、高校生までは別々に捉えていたものが、実は深く関連し合っているということを、学ぶことができました。「ことば」の面白さを伝えることができる教師になりた
いと思います。

こで、その単語の用例を複数集めて分析してみ

ると、生徒たちの解釈の方がよいような気がし

ました。でも、採点で他の教員から「辞書に

載っていない意味は、正解にできない」と指摘

が……。そのときのもどかしさが、研究者を目

指す引き金となりました。

研究成果の教育への還元
　古典のことばは、方言の中にたくさん残って

います。例えば、沖縄では家のことを方言で

「ヤー」と言います。『万葉集』に家のことをヤと

言った例があります。でも、私たちにとって、『万

葉集』の古典語は馴染みのないことばです。し

かし、実はヤの場合、「我が家（わがや）」や、

「屋根（やね）」のように、現代語にも残っていま

す。化石のように、別の語とくっついたために残

れたのでしょう。こう説明すると、学生は、琉球

方言の「ヤ－（家）」に、日本語の歴史を感じる

ようです。

こだわりの物・考え・モットー
　千里の道も一歩から：　自分にできることを

一つずつ、丁寧に考えて、形にしていくこと。

福岡教育大学で学ぶ学生に一言
　何事も突き詰めていくと、最後に新しい別の

扉が開きます。だから、終わりを考えないでほし

いです。「ここまですれば終わり。」ではなく、「あ

そこまで行ったら、その次は何があるのか？」と

いう好奇心を持ち続けてほしいと願っています。

一つ一つの小さなことばが
歴史を背負っている

学生から見た先生の魅力

鶴瀬 貴視さん（中等教育教員養成課程　国語専攻4年）

マイクをつけて調査中：沖縄県竹富町黒島にて

授業終了後：今日の内容を確認しています

学会発表の練習中

つる せ たか し

　先生は地域の文化活動にもアクティブに参加しています。ルーム生に文化継承のあり方を見せてくれるところが一番の魅力だと思います。また、ルームの日程を
学生の先々の予定まで見据えて計画してくださる面倒見が良い一面もあります。

下地 雄斗さん（中等教育教員養成課程　国語専攻4年）
しも じ ゆう と

魅力教員 &学生から
見た
先生の

紹
介

附属学校のイメージ
　皆さんは「附属」と聞いてどんなイメージをもちますか。大変、厳
しい、忙しい･･･マイナスなイメージをもっている方も多いかもしれ
ません。しかし、そんなことありません！私の10年間の教職経験の
中で、今が一番ライフワークバランスがとれていると感じています。
確かに、研究には高いレベルが求められます。ただ、それは「附属」
だから必要なことではなく、どこの学校でも同じレベルで行われる
べきものです。大学の先生方や、志の高い同僚の先生方、様々な
研究成果物や設備･･･授業力を磨ける環境がここにはあります。ま
た、学生の頃から続けている「音楽活動」も積極的に行っています。

教育実習の先生方から学ぶこと
　附属学校の使命の一つに、「教育実習」があります。教育実
習の先生方は、未来の教育を担うかけがえのない存在です。先
生方は「こんな力を身につけてほしい！」と、目の前の子どもた
ちに全力で関わっています。そのような姿を目の当たりにすると、
私自身も学ばせてもらうとともに、先生方のよりよい授業づくりに

尽力したいというエネルギーが湧いてきます。教育実習後に「教
師になりたい」という言葉を聞けると、心から幸せな気持ちにな
ります。

困ったときは、ぜひ附属福岡中学校へ！
　本校では毎年11月に、教育研究発表会を行っています。しか
し、研究発表会だけが教育実践の全てではありません。年間を通
して、子どもたちと楽しく、そして学びのある授業づくりに励んでいま
す。日頃の授業を見てみたいとき、卒業論文の作成においてデータ
や実践例が必要なとき、様々な場面で皆さんのお手伝いができた
らと思います。私も卒業生の一人として、後輩の皆さんのサポート
をさせていただきます。音楽活動の様子

授業の様子

卒業式

・中等教育教員養成課程英語専攻
　（平成26年卒業）

ゆの   き だい  き

柚木　大樹
福岡教育大学附属福岡中学校

教諭 さん

荻野　千砂子
国語教育研究ユニット

教授 

おぎ の ち さ こ

最終学歴：九州大学大学院人文科学府
　　　　 博士後期課程単位修得満期退学
取得学位：博士(文学)
本学着任：2015年

特別支援学級での授業実践
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｢後援会だより」第90号発行の
お知らせ

｢瀬戸勇次郎氏金メダル獲得祝賀会」
を開催

後援会

大学院教育学研究科

　城山会では、2024パリパラリンピック柔道で金メダルを獲得さ
れた瀬戸勇次郎氏の祝賀会を12月14日(土)、ANAクラウンプラザホ
テルで実施しました。瀬戸選手の小学校時代からの指導者、大学
の梅澤敦理事や教授の方々、福岡県下の同窓生等、総勢50名が参
集し、瀬戸氏の健闘を称え喜びを分かち合いました。瀬戸氏は、令
和７年４月から福岡県立高校の教員として教職に就かれる予定で
す。参会者全員が瀬戸氏の今後の活躍と城山会の発展を祈念す
る楽しい会となりました。

福岡教育大学同窓会　城山会事務局　
TEL・FAX：0940-33-2211 　
E-Mail：jouyamakai@able.ocn.ne.jp

同窓会城山会
じょう やま かい

　臨床的な研究力と教員養成の学識を備えた「教員養成担当大学
教員」や「教員研修担当者」等を養成するため、大規模な単科の教
員養成大学である北海道教育大学、大阪教育大学及び福岡教育
大学の３大学が、共同教育課程の制度を用いた博士後期課程を、
令和７年４月に設置します。

　「後援会だより第90号」
を12月に発行し皆様に送
付しました。今回は就職支
援・教員採用試験・教育実
習や3年に一度の芸能人を
招いての学祭などについて
掲載しています。
　ご意見ご要望などがござ
いましたら、下記事務局ま
でご連絡ください。

令和７年度より博士後期課程を
設置します

キャンパスからの便り
Campus Letter

福岡教育大学後援会　事務局
Tel/FAX：0940-33-8070
e-mail：kouenkai@eos.ocn.ne.jp

大学院教育学研究科

令和７年度、教職大学院に特別支援
教育向上コースが誕生します！
　令和７年４月より、高度な特別支援教育の指導の力量育成と校
内や校外の特別支援教育をコーディネート、指導できるリーダーを
育成する特別支援教育向上コースが教職大学院に誕生します。特
別支援学校教員として高度な実践を行える人材、特別支援学校の
支援体制を推進できるスクールリーダーおよび通常の学級・通級指
導教室・特別支援学級での特別支援教育を推進できるスクール
リーダーの育成を目指します。

詳細はこちら→ 詳細はこちら→

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

　学生広報チームi-na!です。今回は演劇部のみなさんに取
材させていただきました。取材では自分たちで一から公演
を作り上げることを楽しんでいる様子が伝わってきました。
演劇部の魅力が伝わるページになっていると思います。取
材を快く引き受けてくださった演劇部の皆さんにお礼申し
上げます。
　私たちはInstagramでも福教大生の生活について紹介し
ています。ぜひフォローをお願いします！！
　また一緒に活動するメンバーも募集していますので、興味
のある方は気軽にご連絡ください！

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和7年5月31日（土）

編集後記

福岡教育大学基金のご案内

福岡教育大学財務企画課
TEL:0940-35-1218　　FAX:0940-35-1701　E-mail:kaihosa@fukuoka-edu.ac.jp

公式ホームページ

お問い合わせ先

福岡教育大学基金

インターネット（クレジットカード払い）による寄附金の受付を開始いたしました。

福岡教育大学では、教育研究の更なる発展や充実を図ることを目的として、「福岡教育大学基金」を設けております。

特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。

寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

i-na! Instagram

⇩このような投稿をしています！
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リーダーの育成を目指します。

詳細はこちら→ 詳細はこちら→

　今後のよりよい誌面作りのため、皆様からのご意見・ご感想をお寄せください。
　アンケートにご協力いただいた方の中から抽選で5名様に『福岡教育大学オリ
ジナルグッズ3点セット』をプレゼントします。
※当選者の発表はプレゼントの発送をもってかえさせていただきます。

　学生広報チームi-na!です。今回は演劇部のみなさんに取
材させていただきました。取材では自分たちで一から公演
を作り上げることを楽しんでいる様子が伝わってきました。
演劇部の魅力が伝わるページになっていると思います。取
材を快く引き受けてくださった演劇部の皆さんにお礼申し
上げます。
　私たちはInstagramでも福教大生の生活について紹介し
ています。ぜひフォローをお願いします！！
　また一緒に活動するメンバーも募集していますので、興味
のある方は気軽にご連絡ください！

アンケートに答えて福教大オリジナルグッズをGET！

令和7年5月31日（土）

編集後記

福岡教育大学基金のご案内

福岡教育大学財務企画課
TEL:0940-35-1218　　FAX:0940-35-1701　E-mail:kaihosa@fukuoka-edu.ac.jp

公式ホームページ

お問い合わせ先

福岡教育大学基金

インターネット（クレジットカード払い）による寄附金の受付を開始いたしました。

福岡教育大学では、教育研究の更なる発展や充実を図ることを目的として、「福岡教育大学基金」を設けております。

特に「修学支援事業基金」では、経済的理由により修学に困難がある学生が、希望する教育を受けられるように、

皆様からいただいたご寄附を、学生のために特化して活用します。

寄附をされる際に、「修学支援事業基金」と事業を特定してください。

広く教育界、産業界、地域の皆様方に、本基金への格別のご理解とご支援を末永く賜りたく、お願いを申し上げます。

＜アンケートにおける個人情報の取扱について＞
ご提供いただいた個人情報は、プレゼントの発送以外には使用致しません。

応募締切
抽選で５名様に抽選で５名様に

福岡教育大学オリジナル
サインペン＆ボールペン＆メモ帳

こちらのフォームからご応募ください。

i-na! Instagram

⇩このような投稿をしています！
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